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1 はじめに

養殖を行う漁業者にとって，赤潮は大きな被害をも
たらしている．愛媛県では，2015年に発生した赤潮に
よって，3億 7200万円もの被害が発生している [1]．赤
潮による被害を減らすためには，発生前や発生の初期
段階での対応が必要であり，早期対応のためには，赤
潮の発生予測が欠かせない．愛媛大学南予水産研究セ
ンターでは，赤潮の発生予測を行うために，海域異常
や海水温といった海域情報の蓄積・管理を行っている
[2]．
海水温の測定については，愛媛県内 6ヶ所に設置され
た海洋ブイによって行われている．海洋ブイによって
測定されたデータは電子メールとして送信され，メー
ルサーバに保存される．しかし，1つのファイルに蓄積
されたような形式ではないため，研究者にとっては扱
いにくく，データ解析に時間がかかり，赤潮の発生予
測が遅れてしまう可能性が考えられる．
そこで本研究では，愛媛大学南予水産研究センター
からの要望をもとに，測定した海水温情報の可視化を
行うことで，赤潮の発生予測を補助することを目的と
したシステムの開発を行う．要望は以下の通りである．

• 海洋ブイ設置の各地点における，海水温の時間変
化の可視化表示

• 海域の空間的広がりを視点とした海水温の可視化
表示

• 過去の測定データを csv形式のファイルとして保
存する機能

本システムでは，赤潮の発生予測を迅速かつ正確に
行えるようにするため，簡便な操作でデータの閲覧が
可能で，海洋ブイによって得られたデータを見やすく
かつ，短い時間で表示できることが求められる．

2 システム概要

本システムはWebアプリケーションであり，以下の
機能を実装することで，要求項目を満たす．

• 各海洋ブイの最新測定データを表示

• 測定された海水温の時間変化を表示

• グラフの表示設定を保存

• 過去の測定データを csv形式でダウンロード
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本システムは，データベースを使わず，海洋ブイ毎
に測定データを記述したファイルを読み込んで表やグ
ラフの表示を行うため，短い時間での表示を可能とし
ている．
次に，各機能について述べる．

2.1 最新測定データの表示

各海洋ブイの最新測定日時における測定データを表
およびグラフの形で表示できる．グラフでは，図 1(b)
のように，表示する深度の選択をチェックボックス方
式で，表示する温度範囲の設定をスライダー方式とす
ることで，簡便な操作でグラフの表示設定の変更が行
える．

(a)最新測定データを示した表 (縦軸：水深，横軸：場所)

(b)最新測定データのグラフ (縦軸：海水温，横軸：場所)

図 1: 最新測定データの表示例
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図 2: 海水温の時間変化の表示例

2.2 海水温の時間変化の表示

観測地点毎に，過去の海水温の変化をグラフで表示
できる．表示期間は，24時間，48時間，7日間，30日
間，60日間の中から選択できる．表示する深度の選択
や，表示する温度の範囲も設定可能である．表示期間
や表示温度区間の設定は，スライダー方式とすること
で，簡便な操作での切り替えが可能である (図 2)．

2.3 グラフの表示設定の保存

ページを閉じる際，最後に設定されていた表示設定
は，次回アクセス時も同一の表示設定で表示を行える
ことが望まれる．そこで，再アクセス時に，前回の表
示設定で表示を行えるようにした．また，いくつかの
設定パターンで表示を行えることが望まれることから，
使う頻度の多い表示設定を簡便に呼び出しできるよう
な機能を実装した (図 3)．

2.4 csvファイルのダウンロード

過去に測定されたデータを，研究者にとって扱いや
すい csv形式のファイルとしてダウンロードできる機
能である．図 4のように，海洋ブイの場所と期間を指
定し，ダウンロードと書かれたボタンを押すことで csv
ファイルがダウンロードできる．

3 おわりに

本研究では，赤潮の発生予測の補助を目的に，海水
温情報の可視化が行えるシステムを開発した．
本システムでは，水産研究者からの要望を取り入れ，
測定データを表およびグラフとして表示することで容

図 3: グラフの表示設定の保存

図 4: csvファイルのダウンロード

易なデータ解析ができ，簡便な操作でグラフの表示設
定の変更ができかつ，短時間で表示できるよう努めた．
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